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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　女性の胸部に適用するブレストポンプ用胸部カバーインサートであって、前記胸部カバ
ーインサートは枠体を有し、同枠体は後方における大開口部と前方における小開口部を有
する実質的に円錐台形状を有するとともに枠体の壁を有し、前記枠体の壁は内側壁をもつ
二重壁として形成され、少くとも前記内側壁は弾性状に変形可能であり、前記二重壁は内
部に閉じられたスペースを形成し、かつ、前記スペースには変形可能な媒体が充填されて
なることを特徴とする胸部カバーインサート。
【請求項２】
前記スペースに充填される媒体は、気体、例えば空気、又は好ましくは稠密な流動体、又
はゲル、又はシリコーンでなることを特徴とする請求項１記載の胸部カバーインサート。
【請求項３】
前記枠体の小開口部の半径方向内側の周囲に隆起部が設けられてなることを特徴とする請
求項１又は２記載の胸部カバーインサート。
【請求項４】
前記隆起部は、好ましくは充填媒体、例えばシリコーン、が充填された変形可能なスペー
スとして形成されてなることを特徴とする請求項３記載の胸部カバーインサート。
【請求項５】
前記枠体の弾性状に変形可能な内側壁は、前記大開口部の縁辺部と前記小開口部における
隆起部の内側の縁辺部との間に延在してなることを特徴とする請求項３又は４記載の胸部
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カバーインサート。
【請求項６】
前記胸部カバーインサートの内側に弾性の補助インサート（１３）が設けられ、かつ、前
記補助インサート（１３）は前記枠体に着脱可能に又は固定して取付けられてなることを
特徴とする請求項１又は２記載の胸部カバーインサート。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、女性の胸部に適用するブレストポンプ用胸部カバーインサートに関する。この
胸部カバーインサートは、後方における大開口部と前方における小開口部を有する実質的
に円錐台形状の枠体で形成される。
【０００２】
上記のような胸部カバーインサートは近時は一般に知られており、種々の胸部のサイズに
カバーを適合させるために及び母乳の出を改善させる刺激効果を与えるために使用される
。
【０００３】
本発明は、インサートのユニークな構成ないしは構造により胸部カバーインサートをより
最適化し、その適用をより快適にすることを課題とする。
【０００４】
この課題は、上述の胸部カバーインサートにおいて、本発明により、特許請求の範囲にお
ける請求項１の特徴部に記載された特徴を付与することにより達成される。
【０００５】
本発明により実現される効果及び適用時の快適性は、従来のものに比べて大幅に向上する
。
【０００６】
本発明による実施の形態は、それぞれの従属請求項に定義されている。
【０００７】
以下において、本発明を添付の図を参照してより詳細に説明する。
【０００８】
図１は、、本発明によるインサートの１つの実施の形態を示す縦断面図であり、ここにお
いて、円錐台形状の胸部カバーインサートは枠体１（プラスチック又はゴム状弾性材で作
られる）で形成される。枠体１は、後方における大開口部２と前方における小開口部３を
有する。小開口部３の半径方向内側の周囲には、隆起部（稠密部）４が設けられている。
この隆起部４は女性の胸部に（刺激効果のために）負荷を与えるべく作用する。隆起部４
の内側の縁辺部と大開口部２の縁辺部５との間には、弾性の内側壁６（例えば、ＰＵシー
ト）が延在し、この内側壁６と枠体１の外側壁の二重壁によりスペース７が形成されてい
る。スペース７には、変形可能な媒体（気体、例えば空気；稠密な流動体；ゲル；シリコ
ーン）が充填されている。この手段は、適用時の快適性を実質的に向上させることに寄与
する。
【０００９】
図２は、本発明によるインサートの別の実施の形態を示しており、ここにおいては、図１
の実施の形態に比べて、枠体８が若干変形されている。更に、この枠体８は、弾性材で円
錐台形に作られた１つの中空形状体として形成されている。小開口部１０における隆起部
９とスペース１１内の充填は、図１の場合と同様に実施される。
【００１０】
図３は、本発明によるインサートの更に別の実施の形態を示している。図３において、胸
部カバーインサート１２は、図１又は図２に示された実施の形態と実質的に同じ構成であ
る一方、このインサート１２においては、枠体の小開口部に設けられた隆起部（４又は９
）の代りに、弾性材（シリコーンシート）で作られた補助インサート１３が設けられてい
る。この補助インサート１３も同様に、胸部における中心位置を調整し、かつ、刺激効果



(3) JP 4444561 B2 2010.3.31

を付与するべく作用する。補助インサート１３により、乳頭の最適な位置合せを可能とし
、また、胸部カバーを取外した後の母乳の不都合な落下を回避することを可能とする（即
ち、補助インサート１３と枠体との間のスペースに母乳が補集される）。補助インサート
１３は枠体の内側に着脱可能に又は固定して取付けられる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による胸部カバーインサートの１つの実施の形態を示す縦断面図。
【図２】　本発明による胸部カバーインサートの別の実施の形態を示す縦断面図。
【図３】　本発明による胸部カバーインサートの更に別の実施の形態を示す縦断面図。

【図１】

【図２】

【図３】
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